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まるごと読む・エペソ人への手紙 

#5 ふたつの祈りをくらべる 

エペソ人への手紙の祈り。長い祈りが、1章の後半と3章の後半に同じぐらいの長さで
あります。似ているキーワードがあるので、段落の中での役割を見ながら、違いを探る
ということです。2016年に分析をしましたけれど、基本的に切ってあるところは同じで
す。見ているような並行も似てはいますが、今回と前回が違うのは、前回の全体の概略
の見方と今回の見方がちょっと違っているので、それでこの祈りの分析も違っていま
す。パーツは同じでも組み合わせの見方が違う。並行どこ見るかが違うということにな
ると思います。 

エペソの1章から3章までの中で、1章のこの栄光の話、「ほめたたえられますよう
に」で祈りがあり、3章の「異邦人とユダヤ人は一つです」という奥義の話があって、
「ほめたたえる」という祈りが、ここに2つ(1章、3章に)位置づけとしてはあります。1
章のこちらを平和の君と2つ(1、3章)見ると、「力、力」面白いですね。「栄光、栄光、
栄光、栄光」ということと、「御霊、父が、栄光が、御霊により」というところから始
まって最後は「教会、教会」で終わっていくという形が似ています。1章は「御霊、大
能の力、王の王であること、教会のかしら」と言って終わっていくのですね。3章は「御
霊の力、信仰によって、愛によって」、そして「力によって」という形になっています
ので、真ん中にこの「栄光を受け継ぐ話」があるのですけど、栄光を受け継ぐ者の方で
すね。「どんなにその望みを受ける者が栄光に富んだ者なのか、それを知るように」と
いうのが、こちら1章ですね。王の王の力、その名があらわされる教会にキリストが満
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ちているという事なのですけれど、キリストがかしらです。教会はからだですいうこと
ですので、キリストがかしらだということが強調されてる感じですね。 

後半の3章のほうを見ると、「御霊の力によって強められる、働く力によって、教会
がその栄光を受ける」という真ん中に、「信仰によって住んでくれる、愛に根ざして満
ちあふれている」ということですので、この出だしのところの、「信仰と全ての聖徒に
対する愛、信仰と愛を覚えて感謝しています」という祈りの内容と、3章の天と地の偉
大な名ということですね。「一番の名の父の前に祈ります」と言っていますけど、この
名前と名前、信仰と愛は、この後半ということで、この出だしと祈りが逆になってるよ
うな感じにも見えます。 

1章のほうは、平和の神様、平和だとは書いてないのですけど、偉大な御力によって
全てを治めている王様、平和の君なのですね。平和の君である王様を御霊によって知る
と。そうすると、ソロモンのことを思い出す。知恵のあるソロモン。後半のこの3章の
ほうは、信仰と愛に根ざしているということで、どちらかというと、愛の方が強調され
ている。信仰と愛が満ちてるよという意味で、ダビデと。平和の君(1章)と愛の教会(3章)
という2つの区分になるのではないかと思います。 

目が開かれてということが書いてあったりしますので、これはアダムがサタンに言わ
れるところですね。その善悪の知恵の木の実を取って食べると目が開かれると言ったり
していますが、そういうところも思い出すものだと思いますけれども、知恵のある王
（1章）と愛に満たされている教会（3章）ということが、この祈りで求められているこ
とで、愛のほうを別の言い方で言うと、恵み。平和の君のほうは、平和ということです
ので、「恵みと平安」ということが2つの違いとして言われ区別できるんじゃないか
と。こちらは(1章)かしら側、こちらは(3章)からだ側ということを祈っている枠組みな
のではないかと見ています。 

「国と力と栄えとは」は、国と力と栄光が褒め称えられるようにと、主の祈りの終わ
りのところに付いていますよね。後で付けたようですけれども、第1歴代誌の29章の辺
りから来ています。国と力と栄えが、国の力と栄え。力と栄えによって国が成立すると
堅く建てられるということですね。この力と栄えということが、力と栄光という形でど
ちらにも入っていますけれど、王の力の働きと御霊の力の働きというのが、この力と栄
光があるこの中ですね。この力という働きが、1章と3章で違っているということも見え
るかなと思います。 

御霊によって力を得ますというのは、イエス様が天に上る前に約束してくださったこ
とです。使徒行伝の1章8節で。御霊が送られたら力が与えられる。それでステパノは恵
みと力に満ちていた。この御霊の力ということがこういう箇所からも分かるかなと思い
ます。 

全体の構造の中での祈りの箇所を見ているわけですから、この3章の前半と1章の前半
の組み合わせでもちろんこの祈りを見なければいけないわけですよね。1章のこの段落
と祈り、3章のこの段落と祈りということですので、その全体の中での祈りの役割とい
うことも見ていかなければいけないとは思いますけども(グレー枠、ブルー枠)、基本は
恵みと平安、愛と知恵のような区別で、この祈りがまとめられて捧げられているものだ
と思います。
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